
 

 

 

Ｙ校の校歌は、森林太郎（森鴎外）作詞・小松耕輔作曲によるもので、大正５年（１９１６年）に制定されました。 

この校歌の歌詞について、Ｙ校と横浜市立大学の合同の同窓会組織である「進交会」におたずねがありました。

『校歌の２番の歌詞 「競ひの場のますらを我等」 の 「競ひ」 の部分には 「きほひ」 とふりがなが振ってある。 

今まで 「きそい」 と歌ってきたが、本来は 「きほひ（きおい）」 と歌うのではないか』 という質問に、進交会の方 

がお手元の資料などで確認されたと聞き、Ｙ校図書館で保管している資料でもわかることがないか調べました。 

（文中の「森鷗外」の名前の「鷗」の字の表記を、文字化けを避けるため新字の「鴎」で統一し、敬称を略しました） 

 

＜周年誌の校歌＞ 

図書館に所蔵のある、校歌制定後の周年誌の校歌のページを確認しました。 

その中で一番古い、昭和８（1933）年の 『Ｙ校五十周年記念誌』 に、歌詞のみが掲載され、「競ひ」 の文字に

は 「きほ（ひ）」 と振り仮名が振ってあります。 

以後、七十年、八十年、九十年、百年、百十年、百二十年、百三十年、百四十年の周年誌を確認しましたが、

楽譜があるものも無いものも含め、すべて 「きほ（ひ）」 となっていました。 

 

 

『Ｙ校五十周年記念誌』 昭和 8（1933）年   『Ｙ校九十周年記念誌』 昭和 47（1972）年 

  

  

 Ｙ校アーカイブ vol. ３１ 「校歌の謎」 



＜『美澤先生』 の中の校歌＞ 

大正１２（1923）年に亡くなられたＹ校初代校長の美澤進先生を偲び、昭和１２（1937）年に 『美澤先生』 という

本が刊行されました。その中に、4ページにわたって校歌について書かれたページがありました。 

「森鴎外博士作の校歌制定 ―博士、深く先生に傾倒さる―」 というタイトルがつき、大正５（1916）年４月の職

員会議で 「校歌を制定しては」 という議が上がったこと、森鴎外のもとを美澤先生が訪れて校歌を依頼したとき

の様子、美澤先生が校訓と学則を前にして 「商人たるものは」 と森鴎外に語ったこと、３週間後に校歌を受け

取りに行った武井武次郎教諭に森鴎外が語った美澤先生像、そして森鴎外から 「作曲を小松耕輔氏に」 と

紹介があったこと、小松氏が 「できあがった校歌を木版に起こして置かれては」 と提案してくれたことなどが書か

れています。続くページには楽譜と歌詞が掲載されています。 この楽譜が文面にある芝愛宕下の彫刻師に彫っ

てもらった楽譜かどうかはわかりません。楽譜、歌詞のどちらも 「きほ（ひ）」 となっています。 

 

『美澤先生』 昭和 12（1937）年 1月 



 

 

 

『美澤先生』 昭和 12（1937）年 1月 



＜武井武次郎先生による、校歌制定依頼 森鴎外邸訪問時の様子＞ 

『美澤先生』 に登場する武井武次郎先生は、明治３３（1900）年から大正１４（1925）年まで、体育の教員として 

Ｙ校に勤務されました。明治３７、８（1904、5）年の２年間は日露戦争に従軍し、戦地から日本の美澤先生に宛

てて書いた手紙が２１通も残されています。 

『五十周年記念誌』 に寄せた武井先生の 「在りし日の美澤先生」 という文章の中に、「Ｙ校校歌の昔話」 と

いう、校歌を森鴎外邸に依頼しに行く様子が書かれている章がありました。『美澤先生』 に記載されていた校歌

に関する記述は、この 『五十周年記念誌』 の武井先生の文章を参考に書かれたものと思われます。 

『五十周年記念誌』 昭和８（1933）年３月 

 

 

＜『鴎外全集』 の校歌＞ 

大正 11（1922）年に森鴎外没後、翌大正 12（1923）年より昭和 2（1927）年にかけて、『鴎外全集』 が 「国民

図書株式会社」「春陽堂」「新潮社」 の３社共同で組織された 「鴎外全集刊行会」 から刊行されました。 

全 18巻の全集のうち、大正 15（1926）年に発行された第 6巻に 「横濱商業學校校歌」 がおさめられていま

す。 

この後、昭和 6（1931）年にふたたび 「鴎外全集刊行会」 から、そして昭和 13（1938）年、27（1952）年、48

（1973）年には 「岩波書店」 から、新たな 『鴎外全集』 が発行され、そのすべてにＹ校の校歌は掲載されていま

した。 

２番の歌詞には、どの 『鴎外全集』 にも「きそ（ひ）」と振り仮名が振られています。 

後記や注釈のページには、「きそ（ひ）」 と振り仮名が振られた経緯や典拠などは見当たりませんでした。 



大正 11（1922）年、昭和 6（1931）年、そして昭和 13（1938）年の 『鴎外全集』 では、一番の歌詞が 「異（かは）

らぬものは心の誠を守る商人われら」 と、「誠」 がひとつ足りない状態となっています。昭和 27（1952）年の 『鴎

外全集』 では、「異（かは）らぬものは心の誠 誠を守る商人われら」 と正しく直されておりました。 

大正期発行の 『鴎外全集』 の巻末にある、与謝野寛（鉄幹）の 「編纂者の言葉」に、『「横濱商業學校校歌」

は明治四十年の作である。是れには小松耕輔氏が作曲してゐる。』 とありました。実際は大正 5（1916）年です。

この記述は昭和 6年版にも見られ、昭和 13年版は後記への記述はないものの、題名の「横濱商業學校校

歌」の下にかっこ書きで（明治四十年）とありました。 

昭和 27 年版にはその題名の下の記述が（大正五年）と直っており、前述のように校歌の歌詞の 「誠」 の部分も

正しいものになっています。昭和 48（1973）年版の後記には 『「大正五年作」と昭和二十七年刊の岩波版全集

にある。』 と書かれ、昭和 27年版を踏襲したことが見受けられます。 

『鴎外全集 第６巻』 鴎外全集刊行会 大正１５（1926）年７月 
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『鴎外全集 著作篇 第 1巻』 岩波書店 昭和 27（1952）年 

 

 

『鴎外全集』 19巻 岩波書店 昭和 48（1973）年 

  



＜小泉信三氏による 「校歌のこと」＞ 

小泉信三氏は慶應義塾大学の第７代塾長を務めた経済学者で、美澤進先生の親戚でありました。 

『Ｙ校八十周年記念誌』 に寄せた文章の中に、校歌が 『鴎外全集』 に掲載されるに至った経緯として、森鴎外

没後すぐに春陽堂から出版された 『鴎外全集』 に校歌がなかったので、編集にあたっていた与謝野鉄幹（晶子）

夫妻に小泉信三氏自ら 「鴎外先生の作ったこういう歌を知っているか」 とＹ校の校歌を示した、と書かれています。 

春陽堂単独で発行された 『鴎外全集』 は見当たらず、「春陽堂」と「新潮社」と「国民図書株式会社」の三社

合同で発行された「鴎外全集刊行会」による一番古い 『鴎外全集』 に、すでにＹ校の校歌は掲載されています。

その巻末の、与謝野寛（鉄幹）の言葉の中に、『鴎外全集』 第 6 巻は大正 12（1923）年夏にはほとんど出来上

がっていたが 9 月の関東大震災により印刷所が焼けてしまったため出版が延期になり、15（1926）年の 7 月によう

やく発行できたことが記されています。そして、おわりには 「最後に、此巻の編纂のために〜〜〜小泉信三、〜〜

〜其他の諸氏から幾多の資料を供給された御厚意を深く感謝する。」 という謝辞がありました。 

『八十周年記念誌』 の小泉信三氏の文章は、昭和 30 年 9 月 16 日の美澤進先生三十三回忌法要の際に

講堂にて行われた講演会で語られたもので、『鴎外全集』 のくだりが実際どうであったのかわかる資料は、今のと

ころ見つけられませんが、この巻におさめられた詩や短歌などの小さな作品のうちの最後のほうにＹ校の校歌があ

ることや、謝辞に小泉信三氏の名前があることなどから、震災で出版が延期になっているあいだに編集段階の

原稿を手にする機会があった小泉信三氏が与謝野夫妻に校歌の話を持ち掛けたのではないか、などと新しい

想像が膨らみました。 

 

『Ｙ校八十周年記念誌』 昭和３７（1962）年 

 

  



＜「彰徳歌」 について＞ 

Ｙ校の三十周年を記念して作られた 『横濱商業學校誌』 明治 45（1912）年に、森林太郎（鴎外）が美澤先生

の還暦を祝って作ったという彰徳歌が収められています。 『Ｙ校アーカイブ vol.12「横濱商業學校誌」』 でも取り

上げたこの三十年誌の 「第五章 受賞」 の項に、「明治四十二年十月美澤校長彰徳式に於ける彰徳の歌 

森林太郎作歌」 がありました。明治 42（1909）年に作られたということは、大正 5（1916）年の校歌よりもずっと前

に、森鴎外によって美澤先生のために歌が作られていたということです。  

「美澤先生彰徳会記」 という記録の冊子に彰徳歌係として 3名の名があり、続くページに 「彰徳歌係は数回出

京して、森鴎外先生の歌作と、東京音樂學校教授南能衛先生の作曲とを請ひ、横濱縣立女學校音樂科教

授草川宣雄先生を招聘し、在校生をして、練習せしめたり。」 と書かれています。どのような伝手で依頼したのか

が書かれたものは見つけられませんでした。 

 

岩波書店から昭和 13（1938）年、昭和 27（1952）年、昭和 48（1973）年に刊行された 『鴎外全集』 には、校歌

だけでなく、「美澤校長彰徳歌」 が掲載されています。大正期や昭和 6年発行の 「鴎外全集刊行会」 から発

行された 『鴎外全集』 にはこの彰徳歌の掲載は見られませんが、昭和 13年版の後記に、「本全集に於て新に

収録し得たものである」 と書かれています。 

筆で書かれた 『横濱商業學校誌』 では 「生徒（まなびこ）」 となっている振り仮名が、『鴎外全集』 では 「をしへ

ご」 となっているなど、違いが見受けられます。 

「横濱商業學校誌（三十年誌）」 明治４５（1912）年 

「美澤先生彰徳会記」 明治 43年 12月 

 

 

 



「美澤先生彰徳会記」 明治 43年 9月           『鴎外全集』 第 19巻 岩波書店 

（何度も改訂されている様子、こちらは 9月版）                 昭和 48（1973）年 

 
 

＜「応援歌集」 の校歌＞ 

『Ｙ校アーカイブ vol.10「応援歌」』 で取り上げた応援歌集を確認しました。所蔵している 3 種類の応援歌集のうち、

昭和 4（1929）年のものには振り仮名がなく、楽譜もありません。1980年代頃の発行のものには楽譜も歌詞も掲載

されており、どちらも 「きほひ」 となっています。楽譜は１番の歌詞はひらがな、２番はカタカナで書かれています。

1965年頃の発行と思われる 「校歌・應援歌」 と表紙に書かれたものには、楽譜のみ掲載されています。 

こちらも１番はひらがな、２番はカタカナで表記されており、「キソイ」 となっていました。 

この 『Ｙ校アーカイブ vol.10「応援歌」』 の中で取り上げたレコードのＡ面の１曲目に、校歌が入っています。ケース

の裏面に書かれた歌詞には 「きほ（ひ）」 と振り仮名が振ってあり、歌も 「きおいのにわの～」 と歌っています。  

カラオケや YouTubeの音源も、このレコードを活用しているものがほとんどではないかと思われます。 

 

『校歌・應援歌』 1965年頃？        『Y校の歌』（復刻版）        『横浜市立横浜商業高等学校 

     こちらの応援歌集に               昭和４（1929）年                 校歌・応援歌』(レコード) 

「キソイ」のふりがなが見られます         （復刻版制作年不明）           昭和 39（1964）年 12月  

      



＜「Ｙ校出身の先生方」 が歌う校歌＞ 

現在Ｙ校に在籍されている、1979年から 2018年に卒業された 8名のＹ校出身の先生方に確認したところ、「きそ

い」 と歌っていたという方がほとんどで、「きおい」 と歌っていたのはＹ校定時出身の先生おひとりだけでした。 

理容・美容のＹ校別科では毎週の朝礼で音源を使って 「きおい」 と歌っているそうです。お話をうかがった先生方

の中には、高校時代の記憶は定かではないので、といったことや、教員生活が長くなり何度も校歌を歌ううちに、

かつてはどう歌っていたかわからなくなった、という話もありました。校歌は野球応援などでよく歌うが、１番のみのこ

とが多いので、式典などで２番を歌う場面になると急にトーンダウンしてしまう、といった、身に覚えがあるような意見

もありました。また、「競いの場の ますらを我ら」 は、「お互いにライバルとして学校の中で過ごしてきた私たち」とい

う意味だと思って歌っています」 と、校歌への思いなども寄せられています。 

＜辞書における 「競ひ」 の扱い＞ 

『岩波古語辞典補訂版』（岩波書店 昭和 49年）によると、「競ひ」 は 「きそひ」「きほひ」 それぞれで立項されて

おり、「きほひ」 には 「勢い込んでわれ先にする意。類義語キソヒは少しでも相手にぬきんでようとする意」 とありま

した。「きほひうま」 や 「きほひぐち」 という言葉もあり、「きほひ」 は競うよりも勢いの部分の印象が強い語として使

われているようです。現代語の辞書には 『広辞苑（第 7版）』 新村出編 岩波書店 2018年、『新選国語辞典

（第八版）』金田一京助ほか編 小学館 2002年など、Ｙ校で所蔵しているほとんどの辞書に 「きおい」 の語が

ありました。歴史的仮名遣いの 「きほひ」 からきた語であるという表記も、どの辞書にもありました。 

＜「音楽の授業」 の校歌＞ 

音楽の先生にお聞きしたところ、音楽の授業では、「楽譜の通り」 に指導しており、「きおい」 と歌っています、とい

うことでした。この楽譜がいつから使われているものなのかは判明していません。 

 

 

 

＜「きそい」 か 「きほひ（きおい）」 か＞ 

『鴎外全集』 と 「応援歌集」、そして多くのＹ校生の記憶のなかにある歌詞は「きそい」でした。 

当時、森鴎外から受け取った校歌に、この 「競ひ」 の部分にどのような振り仮名があったのかがわかる資料はあ

りませんでした。Ｙ校図書館で所蔵している校歌の振り仮名が掲載された一番古い資料の 「Ｙ校五十周年記念

誌」 昭和８（1933）年では 「きほひ」 となっておりました。 

校歌ができた大正５（1916）年のころの「競ひ」 の読み方は 「きほひ」 が一般的だったのかもしれません。 

時代が進み 「競い」 と書かれたものを読むときに 「きそい」 が一般的になり、「きおい」 は古語となって、漢字で

書かれた歌詞を渡されて歌っていくなかで、「きそい」 と歌うようになってきたのではと思われます。 
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現在の制服に学生帽の規定はありませんが、以前に使われていた学生帽が残されておりました。 

帽子の内側には、伊勢佐木町にあった横浜松坂屋の名前が見られます。氏名やクラスは書かれておらず、

元の持ち主はわかりません。「５８」とあるのは、１９５８年のことなのか、それとも昭和５８年（１９８３年）でしょうか。１９

７９年に卒業された S先生は 「学生時代にはあまりかぶってはいなかったけれど持参しなければならず、校門で

学生帽チェックがあった」 と懐かしんでいました。１９８０年代にＹ校に赴任されていた先生から修学旅行での写

真撮影のために学生帽を持たせていたと聞き１９８５年の卒業アルバムを確認したところ、修学旅行のページには

多くの生徒の頭に学生帽が見られました。その後いつ学生帽が廃止となったのか、今のところわかる資料があり

ません。 

制服の制定は明治２６年、学生帽も同時に制定されたようです。大正５年の卒業アルバムでは全員が着帽し

ていますが、関東大震災後の大正１４年のアルバムを見ると、学生帽ありなしだけでなく、着物の生徒もおり、おそ

らく震災であらゆるものが焼失してしまって帽子どころではなかった様子がうかがえました。 

明治の開校時には横浜の港の近くにＹ校があったので、「横浜に上陸したら先ず“Ｙボーイ”をつかまえよ。大き

な帽子に「Ｙ」のバッジを付けた少年港の近くにいるから、誰でもよい、その“Ｙボーイ”の一人をつかまえれば安心と

いうものである。彼が横浜の道案内をしてくれるのだ（『Ｙ校八十周年記念誌（P26）』）」と、当時のＹ校生の英会

話力がうかがえる文章もありました。また、太平洋戦争時には「Ｙ」の字を「横商」に変えなければいけなかったこと

も書かれています（『Ｙ校七十周年記念誌（P62）』）。 

昭和１２年に入学した方から寄贈された生徒手帳には、学生帽について細かい記載がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和１２年卒 生徒手帳より             大正１４年 卒業アルバムより 

 Ｙ校アーカイブ  vol. ３２ 「 学 生 帽 」 



 

 

 

 

制服の襟に着ける襟章には、かつて文字が入っていました。「進商」「総合」「商経」「貿易」「文章実務」「経

営経理」など入る文字は時代によって違ったようですが、図書館には「進商」と書かれたものが残されています。 

２０００年（平成１２年）頃には文字の入った襟章は使用されなくなったようですが、いつから使われていたのかと

古い卒業アルバムをたどってみました。大正５年（１９１６年）や昭和７年（１９３２年）の襟元に「Ｙ」のような襟章が

見受けられたのですが、これはどうやら学年を表すローマ数字の「Ｖ（５）」だったようです。大正１５年（１９２６年）の

アルバムには「Ⅵ（６）」が出てきました。Ｙ校の修業年限は大正初期のころは５カ年でしたが、大正９年（１９２０

年）より本科５カ年のあとに予科２カ年が作られました。現在の横浜市立大学の前身である横浜商業専門学校

への昇格のための予科の設置のようですが、その過渡期の大正１０年（１９２１年）頃の入学者に、本科５年＋予

科１年という募集があったので、「Ⅵ（６年生）」の襟章を着けた大正１５年のアルバムが存在しているようです。 

太平洋戦争の最中のアルバムは保存されておりませんが、昭和２３年（１９４８年）のアルバムに、現在の横長

の「Ｙ」を見つけました。この年に、学制改革にともなって校名がそれまでの「横浜市立横浜商業学校」から現在

の「横浜市立横浜商業高等学校」となりました。この新制度で「商業科」「貿易科」に加え「普通科」が併設さ

れ、翌年の昭和２４年（１９４９年）には横浜市立港高等学校と統合して男女共学となり、新たに「家庭科」が加

わりました。昭和２３年のアルバムにあるのは部活動を示すバッチのようですが、このデザインが元となり、襟章とな

ったのではと思われます。写真が小さくて実際にどのような襟章をつけているのかはっきりしませんが、昭和３１年（１

９５６年）のアルバムの表紙には、襟章と同じ横長の「Ｙ」がデザインされています。 

大正５年      大正１５年       昭和７年             １９５６年のアルバムの表紙に 

「Ｖ」の襟章      「Ⅵ」の襟章      「Ｖ」の襟章                横長の「Ｙ」が見られます 

          

昭和２３年（１９４８年）のアルバムの部活動のページに横長の「Ｙ」のデザインのバッジがありました 

    

 Ｙ校アーカイブ  vol. ３３ 「 襟 章 」 



 

 

 

 

昭和２０年３月２８日に卒業した生徒の学籍簿です。第二次世界大戦真っ只中のＹ校生がどのような学びを行っ

ていたのかを知る資料として、日本史研究の授業で活用しました。 

厚地の表紙と裏表紙の間に綴られた B4サイズほどの大きさの紙に、２３６名の卒業生の成績や出席状況、人

物概評として性質・志操・素行・言語・動作・長所・短所・特技・趣味・運動・備考などを記入する欄があります。

裏面には住所や本籍、出身校、家族関係、父兄の勤務先や身体検査の結果などが記載されています。 

開校時より本科の修業年限は５年でしたが、昭和１８年の中等学

校令によって４年で卒業となっています。 

昭和１６・１７年度の１・２年生時には英語の授業があり、読解に加

えて会話も行われていましたが、昭和１８年度には読解のみで会話

の欄には評価がありません。昭和１９年度となると授業そのものがな

かったようで、学業の成績のところに「勤労動員作業成績」が貼ら

れています。１日１０時間という作業時間や「昭和特殊製鋼株式会

社」「横浜ドッグ」「日本製粉」など動員された作業場所が記載さ

れ、その作業態度や出席日数などによる評価が第四学年の成績

として残されています。英会話の評価は記載されていませんが、英

語の授業そのものを行わない学校が多いなか、戦中にも英語教育

があったという記録があるのは、そもそもＹ校は、この横浜の地に外国

人と不自由なく商売で渡り合える人を、という福澤諭吉の思いをうけ

て設立された学校であったからこそ、と思われます。 

 

  

 Ｙ校アーカイブ  vol. ３４ 「 卒業生學籍簿（昭和 20 年） 」 



 

 

 

昭和 28年 3月から昭和３３年２月にかけて書かれた 「Ｙ校々風の検討」 は、昭和１１年頃まで Ｙ校職員として

勤務していた石原真之助氏が執筆したものです。B4 を半分に折った B５くらいの大きさの、108枚の薄い紙が紐

で綴じられています。 

筆で書かれた文章は、美澤先生の教えの言葉や聖書の言葉、釈迦の話、ゲーテやロマン・ロラン、ルソー等の

言葉が、抒情的ともいえる文体をもって、商業教育について、そしてＹ校のあるべき姿について、記されています。

前半では、校風検討の必要、人間中心の校風、建校の精神、環境に順応する教育の進展などについて書か

れ、美澤先生は 「場所と時代にあった教育をせねばなりませんけに」 と、全国の商業学校の先生が Y校を訪

れたときによく話されていたとありました。続く 「商業実践教室の構成と実施の時期および時間」 では、Ｙ校にお

ける商業実践について、授業成功の要因、混乱の原因、指導者の数、特別教室や施設に関することなどいく

つかの項目を立てて、商業の実践教育が何たるかを熱く語っています。銀行や運送店の方が指導者として実際

に教育を行っている様子や、仕事を書類化して合理的にしていくことなど、具体的な記述が興味深い資料です。 

「周年誌」や「清水が丘」などへ掲載するための原稿と思われますが、現在のところ活字となったものは見つけら

れません。 

 

   

 

 Ｙ校アーカイブ  vol. ３５ 「 Ｙ校々風の検討 ＝商業教育本質の研究」 



 

 

 

美澤進先生は、Ｙ校が創立された明治１５年から、亡くなられる大正１２年９月までの約４２年間にわたり、校長と

してＹ校に尽くされました。 

大正１３年９月発行の 『嗚呼美澤先生』 は１３㎝×１９㎝の薄く小さなものです。美澤先生の写真と先生の筆

による「正直」の文字、そして校歌の楽譜が挟まれ、先生の略歴や幼少期から亡くなられるまでを 24ページにわ

たって記した紙が綴じられています。 

   

大正１４年２月発行の 『嗚呼美澤先生』 は、美澤先生が眠る墓地のある久保山の円覚寺より、昭和７年に寄

贈されました。縦１８㎝、横２８㎝の重厚な表紙をめくると、美澤先生の大規模な葬儀や納骨の儀の様子が写さ

れた４５枚の写真が収められています。葬儀に参列した犬養毅元首相の姿なども見られます。 

  

   

 Ｙ校アーカイブ  vol. ３６ 「 美 澤 先 生 」 



 

昭和１２年１月に発行された 『美澤先生』 は全６０２ページで、上部の天といわれる部分には金が施されて 

います。 中には大正２年に教え子に向けて書かれた巻物のような手紙がありました。 

     

 

 

      長い手紙は中略いたしました。 

 

 

 

講堂の像は、卒業生の宮田喜代三さんの手によるものです。 

大正３年の第２６期卒業生で、昭和３年５月１６日という日付がありました。 

校長室にも上半身の像がありますが、こちらの制作者や作られた日にちなどは不明です。 

    

校長室の美澤先生像               講堂の美澤先生像 


